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大島の静かな空を守る会 会報             No.50         2016.7.1  

静  か  な  空  

連絡先 742-2602 山口県大島郡周防大島町油宇 福田忠邦 Tel+ Fax: 0820-75-1045  

      

 

↑中国新聞 2016.6.20  

本土の日本国民へ  

  

「第二の加害者はあなたたちです」  
  

沖縄県の女性を殺害した海兵隊軍属（元米兵）が 5 月 19 日に逮捕され、

この残虐な犯罪に対して、１カ月後の 6 月 19 日に沖縄県民 65,000 人が結

集して県民大会を開催、次の要求を掲げる大会決議を採択しました。  

１ 日米両政府は遺族と県民に謝罪し、完全な補償を行うこと。  

２ 沖縄県の米海兵隊を撤退し、米軍基地を整理・縮小し、普天間   

飛行場を閉鎖・撤去すること。  

３ 日米地位協定を抜本的に改訂すること。  

翁長県知事は「21 年前の痛ましい事件を受けた県民大会で、二度とこの

ような事件を繰り返さないと誓いながら、政治の仕組

みを変えられなかったのは、知事として痛恨の極みで

大変申し訳なく思う」と発言しました。ところが安部

首相は、この犯罪のために「米軍再編も・・・前に進

めていくことはできない」と語ったそうです。  

米海兵隊の撤去と、米軍基地を縮小・閉鎖すること

が緊急の課題になっている今、やっぱり「米軍再編を

前に進める」ことを考えている、山口県選出の安部首

相の頭の中には、いったい何があるのでしょうか。  
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危険にさらされる岩国基地周辺住民の 安全 
  

艦載機が移駐すると、岩国基地の米軍関係者は 1 万人になり

ます。基地周辺住民の「安全」はいったい誰が守るのでしょ

うか。まず米兵犯罪がおこったところから、順番に基地を閉

鎖し、米兵を撤退し、その他の基地も、犯罪が発生するまえ

に、逐次縮小していくべきです。特に犯罪の温床である海兵

隊は、岩国からも撤退すべきです。自己統制する力のない米

軍に、声をはりあげて「綱紀粛清、再発防止」を求めても、

それは呪文以上のものではありません。  

（『中国』 左 6.6   右 6.27）  
    

大量虐殺の歴史に終止符を打つ人は誰か  

  
第二次大戦終了後 25 年の 12 月 7 日、ド

イツ首相ブラントが、ポーランドのアウシュ
ヴィッツ強制収容所を訪れ、記念碑の前に膝
まづいて祈りました。翌日フランクフルト・
アルゲマイネ紙は「彼は罪の意識が胸にせま
り、その場にいたドイツ人も同じ気持ちにな
らない人はいなかった」と書きました。これ
でポーランドとドイツの間の事実上の和解が
成り、ついには 1989 年の東西の鉄のカーテ
ンの崩落と東西ドイツの再統一をもたらし、
ブラントはノーベル平和賞を受けました。  

   

原爆投下後 70 年の今年 5 月 27 日、アメリカ大
統領オバマは、広島の原爆死没者慰霊碑に献花し、
大統領に対面して涙する被爆者森重彰さんを抱擁
しました（朝日 5.28）。森さんは、「真心が通じ
たと感じ、うれしかった」と語りましたが、これ
で「米大統領と被爆者の全面的 ”和解” とのイメ
ージが広まっているなら、違和感もある」と懐疑
の念を隠さない、ジャーナリストの厳しい眼もあ
ります（中国 6.1 ; 6.25）。この時、オバマの胸中
には、いったい何があったでしょうか。  
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安保関連法＋改憲  この道の行く先は？  

安部政権は昨年、「海外派兵」を認める安保関連法を成立させ、今度は憲  

法を改定して、自衛隊を「国防軍」に変えようとしています。  
  
周防大島町日前のある部落に、「講帳箱」と書いた黒ずんだ文書箱があ

り、江戸時代以来の記録文書が保存してあります。この中に 10×14.5cm、
30 ページの黄ばんだ紙のパンフレットがありました。  

『新しい憲法、明るい生
活』という、「日本国憲法」が
施行された昭和 22 年 5 月 3 

日、憲法普及會が 2000 万部
印刷して全国の家庭に配布し
た、憲法解説書です。表紙に
「大切に保存して多くの人人
で回読して下さい」とあり、
「岡上回読用」とエンピツ書
きしてあります。岡上とはこの部落内の小集落です。  

4 ページ目に「もう戦争はしない」という言葉の下に、兵器をゴミ箱に詰
め込んだ挿絵があり、本文には「私たちは戦争のない、ほんとうに平和な世
界をつくりたい。このために私たちは陸海空軍などの軍備をふりすてて、ま
ったくはだか身となって、平和を守ることを世界に向かって
約束したのである」と明記してあります。  

同年 8 月 2 日文部省は、中学一年副読本として『あたらし
い憲法のはなし』を発行し、他の国との紛争は、「国の力で相
手をおどす」のでなく、「相談してきまりをつけよう」という
新憲法の原則を教えました。（右写真 1972 年復刻本）  

日前の道々山墓地には、先の
とがった墓標が13基あります。戦死者の墓標は、
はじめ先のとがった白木の墓標、のちに同形の
墓石になりました。西南の役、日露戦争のもの
もありますが、６基は昭和 17 年以後です。左
の写真の手前の墓標２基は、昭和 18 年於北太
平洋戦死、20 年於西南太平洋戦死とある、兄と
弟の墓標です。日前には、他にも 4 か所墓地が
あり、家代々の墓に納められた戦死者もあるの

で、実際の戦死者はもっと多数です。隣地区の安
高の２つの墓地には44基の太平洋戦争の戦死者墓
標があります（右写真）。これらの無言の墓標
は、いま私たちに何を語っているでしょうか。  
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英
霊
人
形 

加
藤
定
彦
（
春
日
井
市
） 

 
 

図
書
館
で
た
ま
た
ま
目
に
つ
い
た
『
愛
知
ガ
イ
ド─

こ
だ
わ

り
の
歩
き
方
』（
二
〇
一
四
年
刊
）
を
の
ぞ
い
て
い
た
ら
、
以
前
、

本
誌
（『
芭
蕉
伊
賀
』
平
成
二
十
七
年
五
月
号
、『
静
か
な
空
』46

号
に
転
載
）
に
掲
載
頂
い
た
拙
文
で
紹
介
し
た
中
之
院
の
軍
人

人
形
の
こ
と
が
載
っ
て
お
り
仰
天
、
わ
れ
な
が
ら
ア
ン
テ
ナ
の

狭
さ
に
赤
面
し
た
。 

並
み
の
ガ
イ
ド
本
が
見
落
と
し
が
ち
な
見
ど
こ
ろ
を
満
載
す

る
好
著
だ
。
問
題
の
部
分
は
「
愛
知
に
眠
る
『
英
霊
』
た
ち
」
と

題
す
る
樋
口
幸
造
執
筆
の
章
に
あ
る
。
前
半
が
三
ヶ
根
山
に
あ

る
殉
国
七
士
廟
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
観
音
霊
場
、
後
半
が
中
之
院
の

軍
人
人
形
の
紹
介
と
な
っ
て
お
り
、
美
濃
市
善
光
寺
に
九
十
五

体
の
「
英
霊
人
形
」
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
付
記
さ
れ
て
い

て
、
強
く
興
味
を
惹
か
れ
た
。 

そ
こ
で
同
寺
の
「
英
霊
人
形
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
見
学
に
訪
れ
た
人
の
Ｈ
Ｐ

が
ヒ
ッ
ト
し
、『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
六
年
五
月
八
日
朝
刊
）
か

ら
の
引
用
も
あ
っ
た
。
私
が
ま
だ
茨
城
県
の
取
手
に
在
住
し
て

い
た
頃
な
の
で
知
る
由
も
な
い
け
れ
ど
も
、
記
憶
さ
れ
て
い
る

方
も
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
図
書
館
に
急
行
し
て
縮
刷
版

を
閲
覧
、
記
事
全
体
の
拡
大
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
頂
い
た
。 

「
記
録
文
書
を
発
見
」「
日
露
戦
没
者
の
詳
細
な
戦
い
ぶ
り
」 

「
美
濃
の
善
光
寺
英
霊
人
形
と
と
も
に
」
と
見
出
し
す
る
、
日

露
戦
没
者
の
記
録
文
書
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
報
ず
る
記
事
で
、

記
録
文
書
を
開
い
た
と
こ
ろ
を
前
面
に
、
堂
内
に
と
こ
ろ
狭
し

と
立
ち
並
ぶ
「
英
霊
人
形
」
を
背
景
と
し
た
写
真
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
明
治
三
十
七
年
、
第
九
師
団
歩
兵
十
九
連
隊
に
配
属

さ
れ
た
美
濃
市
出
身
の
兵
士
た
ち
は
、
乃
木
希
典
将
軍
の
も
と
、

旅
順
攻
略
に
参
戦
し
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
戦
死
者
を
出
し
た
。

明
治
三
十
八
年
、
遺
族
た
ち
が
奉
納
し
た
「
英
霊
人
形
」
は
一
七

〇
体
。
明
治
四
十
年
十
一
月
、
岐
阜
連
隊
区
司
令
官
宮
木
内
梧

楼
が
戦
没
者
の
う
ち
、
戦
歴
が
判
明
す
る
四
十
四
名
の
記
録
を

Ｂ
５
判
一
三
四
ペ
ー
ジ
の
文
書
に
ま
と
め
て
英
霊
堂
に
奉
納
し
、

そ
れ
が
遺
っ
た
の
で
あ
る
。 

人
形
は
古
く
、
ヒ
ト
ガ
タ
と
い
い
、
江
戸
期
か
ら
ニ
ン
ギ
ョ

ウ
と
音
読
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
来
、
祈
祷
や
呪
詛
（
じ
ゅ

そ
）
な
ど
、
生
身
の
人
間
の
代
わ
り
に
ヒ
ト
の
情
念
を
背
負
わ

せ
る
も
の
と
し
て
そ
れ
は
存
在
し
て
き
た
。
記
録
文
書
の
発
見

に
対
し
、
感
想
を
も
と
め
ら
れ
た
名
古
屋
大
文
書
資
料
室
助
手

は
、「
日
露
戦
争
の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
人
形
は
各
地
で
残
っ
て

い
る
と
聞
く
が
、
こ
れ
だ
け
保
存
状
態
の
よ
い
人
形
は
な
い
だ

ろ
う
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
実
際
の
兵
士
の
活
動
記
録
が
セ
ッ

ト
で
発
見
さ
れ
た
の
は
、
歴
史
学
的
に
も
大
変
貴
重
な
資
料
と

な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
前

線
で
戦
い
死
ん
で
い
っ
た
兵
士
の
実
例
記
事
を
読
む
と
、
な
ん

と
も
遣
る
瀬
な
い
。 

「
英
霊
人
形
」
の
製
作
者
は
名
古
屋
の
か
ら
く
り
人
形
師
、

６
代
目
玉
屋
庄
兵
衛
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
か
ら
く
り
人

形
研
究
家
の
千
田
靖
子
さ
ん
が
調
査
に
訪
れ
、
記
録
文
書
の
発

見
に
繋
が
っ
た
。
千
田
さ
ん
は
新
聞
記
事
の
最
後
に
、「
兵
士
一

人
一
人
の
活
動
記
録
を
読
み
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
兵
士
が
生
き

写
し
に
さ
れ
た
英
霊
人
形
を
見
る
と
、
短
い
命
を
戦
地
で
散
ら

せ
た
若
者
ら
の
無
念
さ
が
伝
わ
り
、
平
和
の
大
切
さ
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。 

（
立
教
大
学
名
誉
教
授 

一
部
簡
略
転
載
） 

 



従軍慰安婦について言いたいこと 
 

 

藤村英子さんは、長年にわたって全国紙に新聞投書を行ってこられ、一昨年

はこれらをまとめて、米寿記念出版として公刊されました。 

『言いたいことがあるんよ！』 藤村英子著 ; 藤村美千枝編. － 広島 :  

グラフィック印刷, 2014.  －  167p ; 26cm.  

今年は、すでに国際的な問題になってきた、かつての日本軍の「従軍慰安婦」

の問題について、藤村さんが 20年間訴えつづけてきた、新聞投書の目録がで

きました。貴重な資料となるものなので、直接に従軍慰安婦に関係するものを

選んで、ご紹介します。 

不思議なことに、この問題についての投書記事は、上記『言いたいことがあ

るんよ！』には少ししか収録されていません。新聞記事のままだとなかなか入

手できないので、『言いたいことがあるんよ！ その２』が刊行されるとあり

がたいですね。                       河井弘志 

 
 

「従軍慰安婦」 藤村英子の新聞投書 目録 
 

1994.8.26 「なぜ個人補償しないのか」（元従軍慰安婦問題）『赤旗』 

1996.1.14 「信頼得るには真の謝罪必要」（謝罪外交批判に対して）『中国』 

1996.7.19 「慰安婦は事実 謝罪は政府で」（慰安婦支援投書関係）『中国』 

1998.5.1 「事実に基づく歴史の認識を」（関釜裁判判決）『朝日』 

1998.5.3 「元慰安婦救済一日でも早く」（関釜裁判判決）『中国』 

1999.7.3 「恥ずかしい“慰安婦隠蔽”」（宮崎、教科書から削除）『毎日』 

2000.5.30 「言葉ではなく実ある補償を」（両陛下オランダ訪問で）『朝日』 

2000.12.19 「権威ある法廷その重い勧告」（女性戦犯法廷、政府責任）『赤旗』 

2001.4.4    「倫理にもとる両裁判の棄却」（関釜裁判控訴韓国人訴訟）『朝日』 

2002.11.30 「倫理にもとる国は愛せない」（ベンジャミンの言葉）『赤旗』 

2007.3.25 「元慰安婦の叫び受け止め」（2000 年でも戦う李容洙）『赤旗』 

2007.11.15 「友好を願った夏さんの言葉」（勝訴、日中友好を願う）『赤旗』 

2012.9.6 「慰安婦問題政治家発言に疑問」（アジア女性基金）『朝日』 


